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会
長
あ
い
さ
つ
　
　
　
　
　
　
　     

　
　  

茨
城
県
人
会
連
合
会
会
長
　

鈴
木 

正
誠

　
会
員
の
皆
様
な
ら
び
に
ご
支
援
を
い
た
だ
く
関
係
者
の
皆
様

に
は
、
職
場
・
地
域
に
お
け
る
県
人
会
活
動
や
同
窓
会
活
動
を

通
じ
て
、
当
連
合
会
及
び
郷
土
茨
城
の
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力

を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
当
連
合
会
は
、
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係

者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
昭
和
四
十
三
年
の
設
立
か
ら

今
年
で
五
十
四
年
目
を
迎
え
、
会
員
数
は
個
人
・
法
人
合
わ
せ

て
三
百
二
十
余
名
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
茨
城
を
故
郷
と

す
る
方
々
、
茨
城
に
ゆ
か
り
を
持
た
れ
る
方
々
が
集
い
、
親
睦

を
深
め
、
郷
土
振
興
の
た
め
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
活
動
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
両
三
年
コ
ロ
ナ
感
染
の
大
波
に
次
々
と
襲
わ
れ
、
ど
な

た
も
大
変
ご
苦
労
さ
れ
ま
し
た
。
県
人
会
連
合
会
恒
例
の
多
く

の
活
動
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
久
方
ぶ
り
に
本

年
七
月
に
は
感
染
症
対
策
に
配
慮
し
つ
つ
も
会
員
・
来
賓
四
百

名
が
一
堂
に
会
す
る
懇
親
会
を
開
催
で
き
ま
し
た
。
多
く
の
市

町
村
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
行
事
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
慎
重
な
状
況
判
断

と
対
策
を
と
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
が
、
状
況
が
好
転
し
の
び

の
び
と
活
動
で
き
る
平
常
に
戻
れ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
の
故
郷
茨
城
県
で
は
、
大
井
川
知
事
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
社
会
の
変
化
を
先
取
り
し
、
新
し
い
茨
城

づ
く
り
に
挑
ま
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。「
第
二
次
茨
城
県
総
合
計

画
」
に
よ
っ
て
、
産
業
、
福
祉
、
教
育
と
広
範
に
わ
た
る
対
策

を
実
施
し
、
茨
城
県
民
の
幸
福
度
ナ
ン
バ
―
ワ
ン
を
目
指
す
と

力
強
く
表
明
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
近
、
茨
城
県
に
関
す
る
話
題
が
テ
レ
ビ
、
新
聞
に
頻
繁
に

登
場
し
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
方
々
が
努
力
さ
れ
た
様
子
が
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
結
果
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
民
の

皆
さ
ん
の
活
力
が
県
の
主
導
に
応
え
る
動
き
だ
と
大
い
に
感
動

し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
茨
城
ブ
ラ
ン
ド
向
上
の
動
き
を
加
速
す
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
偕
楽
園
の
開
園
百
八
十
周
年
、
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド

大
洗
水
族
館
開
園
二
十
周
年
、
笠
間
焼
誕
生
二
百
五
十
周
年
な

ど
節
目
に
あ
た
り
、
装
い
を
新
た
に
訴
求
力
を
強
化
し
て
い
ま

す
。
来
年
に
は「
G
７
内
務
・
安
全
担
当
大
臣
会
合
」が
水
戸
市

で
開
か
れ
ま
す
。

　
県
人
会
連
合
会
の
会
員
の
多
く
の
皆
様
は
故
郷
の
応
援
団
員

を
任
じ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
応
援
す
る
チ
ー
ム
が
強
く
な
れ
ば

一
層
応
援
に
力
が
入
る
は
ず
で
す
。
ま
た
元
気
な
茨
城
に
ふ
さ

わ
し
い
県
人
会
連
合
会
と
な
る
た
め
に
も
、
茨
城
県
に
ゆ
か
り

の
あ
る
方
々
、
特
に
中
堅
・
若
手
・
女
性
の
入
会
を
勧
め
て
ま
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い
り
ま
す
。
今
年
度
に
は
、
若
手
会
員
を
よ
る
交
流
会
を
初
め

て
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
若
手
な
ら
で
は
の
ビ
ジ

ネ
ス
情
報
の
交
換
や
、
人
脈
の
形
成
の
場
と
し
て
活
用
で
き
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
先
の
年
次
総
会
で
四
名
の
女
性

理
事
就
任
が
決
ま
り
ま
し
た
。
皆
様
の
活
躍
で
の
新
し
い
風
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
も
元
気
な
茨
城
県
人
を
見
習
い
、
貧
者
の
一
灯
で
も
と
の
思

い
で
シ
ニ
ア
の
皆
さ
ま
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
お
手
伝
い
を
始
め
ま
し

た
。
半
世
紀
ぶ
り
に
故
郷
の
方
々
と
お
会
い
し
、
子
供
の
こ
ろ
に

聞
き
な
れ
た
お
国
訛
り
が
大
分
聞
か
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と

時
の
経
過
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
、
県
人
会
の
ご
縁
で
の

大
変
あ
り
が
た
い
体
験
で
あ
り
ま
す
。

　

改
め
て
、
当
会
の
発
展
に
は
、
会
員
の
皆
様
そ
し
て
会
を
支

え
て
く
だ
さ
る
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
会
の
行
事
に
は
で
き
る
だ
け
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
さ
ら
に
は
、
新
入
会
員
の
ご
紹
介
、
会
の
運
営
へ
の
ご

意
見
な
ど
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
そ
し
て
何
よ

り
も
ご
健
勝
に
過
ご
さ
れ
長
く
当
会
に
お
付
き
合
い
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　
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茨
城
県
知
事
　

大
井
川 

和
彦

　
茨
城
県
人
会
連
合
会
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
郷
土
茨
城
の
発
展
の
た
め
、

日
頃
か
ら
多
大
な
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
の
ご
冥
福
を
謹
ん
で
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
罹
患

さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
県
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
ウ
イ
ル
ス
の
特
性
と
感
染
状
況
を
常
に

分
析
し
な
が
ら
、
先
手
先
手
で
必
要
な
対
策
を
講
じ
、
今
後
と
も
、
県

民
の
皆
様
の
命
と
健
康
、
そ
し
て
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
、

感
染
拡
大
防
止
と
社
会
経
済
活
動
の
本
格
化
に
向
け
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
時
代
は
今
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
人
々
の
価
値
観
や
生

活
様
式
な
ど
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
少
子
高
齢
化
や

気
候
変
動
問
題
、
Ａ
Ｉ
の
進
歩
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と
は
全
く
状
況
が
異

な
る
、
予
測
困
難
な「
非
連
続
の
時
代
」を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
困
難
な
時
代
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
私
た
ち
に
は
、
前
例
踏
襲
や

横
並
び
で
は
な
く
、
自
ら
考
え
、
仮
説
を
立
て
、
変
化
や
失
敗
を
恐
れ

ず
、
新
し
い
こ
と
に
果
敢
に
挑
戦
し
、
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
年
三
月
に
策
定
し
た
新

た
な
県
総
合
計
画
に
基
づ
き
、「
活
力
が
あ
り
、
県
民
が
日
本
一
幸
せ
な

県
」の
実
現
に
向
け
、「
豊
か
さ
」「
安
心
安
全
」「
人
財
育
成
」「
夢
・
希
望
」

の
四
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
常
に
進
化
・
加
速
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
四
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
具
体
的
な
成
果
と
し
て
、
ま
ず
、「
豊

か
さ
」の
実
現
に
向
け
て
、
企
業
誘
致
に
お
い
て
は
、
県
外
企
業
立
地
件

数
が
五
年
連
続
全
国
一
位
と
な
っ
た
ほ
か
、
全
国
ト
ッ
プ
の
補
助
制
度

等
に
よ
り
、
昨
年
の
首
都
圏
か
ら
本
県
へ
の
本
社
機
能
移
転
企
業
数
は
、

大
阪
に
次
ぐ
全
国
第
二
位
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
県
農
産
物
の
輸
出
拡
大
を
図
る
た
め
、
か
ん
し
ょ
や
米
、

常
陸
牛
を
主
力
に
東
南
ア
ジ
ア
や
北
米
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
位
置
づ

け
、
現
地
量
販
店
等
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
私
自
ら
海
外
で
直
接
セ

ー
ル
ス
を
行
う
な
ど
、
戦
略
的
に
販
路
拡
大
に
取
り
組
み
、
農
産
物
の

輸
出
額
は
私
の
就
任
前
の
約
八
倍
と
な
り
ま
し
た
。

　
次
に
、「
安
心
安
全
」に
つ
い
て
、
医
師
確
保
で
は
最
優
先
の
医
療
機

関
・
診
療
科
を
選
定
し
て
重
点
対
策
に
取
り
組
み
、
医
師
少
数
県
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
過
去
最
大
の
感
染
拡
大
に
直
面
し
た
第
七
波
を

含
め
、
一
度
も
医
療
崩
壊
す
る
こ
と
な
く
、
必
要
な
医
療
を
し
っ
か
り

と
確
保
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
県
の
未
来
を
担
う「
人
財
育
成
」で
は
、
全
国
ト
ッ
プ
と
な
る
公
立

の
中
高
一
貫
教
育
校
十
三
校
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
来
年
四
月
に
は
、

公
立
校
で
は
全
国
初
と
な
る
Ｉ
Ｔ
専
科
高
校
や
大
学
・
研
究
機
関
等
と

連
携
し
た
サ
イ
エ
ン
ス
専
科
高
校
を
開
校
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が

自
ら
考
え
、
行
動
し
、
未
来
を
切
り
拓
く
力
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、「
夢
・
希
望
」に
つ
い
て
は
、
魅
力
あ
る
茨
城
づ
く
り
に
向
け
、

戦
略
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
本
県
の
メ
デ
ィ
ア

露
出
に
よ
る
広
告
換
算
額
は
、
私
の
就
任
前
の
三
倍
以
上
に
拡
大
し
、

ま
た
、
昨
年
四
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
は
、
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昨
年
度
、
コ
ロ
ナ
禍
前
を
上
回
る
二
十
万
人
超
の
皆
様
に
ご
来
園
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
県
内
へ
の
移
住
に
つ
き
ま
し
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
地
方
移
住
へ

の
関
心
の
高
ま
り
な
ど
を
背
景
に
、
転
入
者
の
対
前
年
増
加
数
が
全
国
第

一
位
、
転
入
超
過
率
も
全
国
第
六
位
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
観
光
需
要
の
創
出
と
し
て
、
来
年
秋
に
実
施
す
る「
茨
城
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」に
先
立
ち
、
本
年
十
月
よ
り
十
二

月
末
ま
で
プ
レ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
プ
レ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
で
は
、「
体
験
王
国
い
ば
ら
き
」の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
も
と
、「
ア

ウ
ト
ド
ア
」「
食
」「
新
た
な
旅
の
ス
タ
イ
ル
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、
百
を

超
え
る
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ

ン
や
地
酒
列
車
と
い
っ
た
特
別
列
車
も
多
数
運
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
全
国
旅
行
支
援
の
実
施
時
期
と
も
重
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、

皆
様
も
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
本
県
に
お
越
し
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
身
近

な
方
に
も
本
県
へ
の
来
訪
を
促
し
て
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　
国
際
観
光
に
つ
き
ま
し
て
も
、
十
月
か
ら
査
証
免
除
措
置
の
適
用
再

開
や
個
人
旅
行
の
解
禁
な
ど
、
水
際
対
策
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
今
後
、
本
県
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
機
を
逃
さ
ず
誘
客
を
図
れ
る
よ
う
、
旅
行
会

社
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
招
請
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
の
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
し
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
し
っ
か
り
と
取
り
込
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
二
〇
二
三
年
主
要
国
首
脳
会
議（
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
）に
合

わ
せ
て
開
か
れ
る
内
務
・
安
全
担
当
大
臣
会
合
に
つ
い
て
、
水
戸
市
で

開
催
さ
れ
る
こ
と
が
、
本
年
九
月
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
国
際
情
勢
が
緊
迫
化
す
る
中
、
テ
ロ
対
策
な
ど
が
重
要
な
テ
ー
マ
と

な
る
会
合
が
県
内
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
、
大
変
意
義
深
く
、
会
合
の

開
催
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
各
国
閣
僚
等
へ
の
心
の
こ
も
っ
た
お
も

て
な
し
の
提
供
や
、
茨
城
の
様
々
な
魅
力
の
発
信
に
よ
り
、
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
本
県
の
潜
在
能
力
を
発
揮
し
、
皆
様
方
が
誇
り
に
思
え

る
郷
土
茨
城
の
更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お
一

層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し

て
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



首
都
圏
で
活
躍
す
る
本
県
出

身
者
ら
を
中
心
に
組
織
し

て
い
る
茨
城
県
人
会
連
合
会（
鈴
木

正
誠
会
長
）は
七
月
二
十
五
日
、
東

京
都
港
区
のThe O

kura Tokyo

で
令
和
四
年
度
の
総
会
と
懇
親
会

を
開
い
た
。
各
界
の
本
県
出
身
者

や
県
選
出
国
会
議
員
、
市
町
村
長

ら
約
四
百
人
が
出
席
し
、
さ
ら
な

る
本
県
の
発
展
を
誓
い
合
っ
た
。

　

懇
親
会
の
冒
頭
、
鈴
木
正
誠
会

長
は「
総
会
で
女
性
の
新
常
任
理
事

四
名
が
誕
生
し
た
。
当
会
で
は
画

期
的
な
こ
と
。
新
し
い
風
を
巻
き

起
こ
し
て
ほ
し
い
」と
期
待
を
込
め

た
。
ま
た
、
最
大
の
関
心
事
で
あ

る
県
政
に
つ
い
て
、「
大
井
川
知
事

は
第
二
次
総
合
計
画
を
策
定
さ
れ
、

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
延
伸
、

県
産
品
の
輸
出
拡

大
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
誘

致
な
ど
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
動
き
出

し
て
い
る
。
新
し

い
茨
城
の
姿
を
目

標
に
、“
県
民
の
幸
福
度
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン

〝

を
目
指
し
て
成
果
を
収
め
て

ほ
し
い
。
県
人
会
会
員
の
皆
さ
ま

が
茨
城
の
自
然
、
産
物
、
イ
ベ
ン

ト
に
関
わ
り
を
深
め
、
広
め
て
い

く
こ
と
が
支
援
に
繋
が
っ
て
い
く
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

同
会
名
誉
会
長
の
大
井
川
和
彦

知
事
は
、「
今
、
茨
城
県
は
全
国

で
最
も
元
気
の
い
い
県
の
一
つ
。

様
々
な
要
素
か
ら
偏
差
値
化
し
て

み
る
と
、（
本
県
独
自
の
指
標
に
基

づ
く
）幸
福
度
は
九
位
で
、
就
業
者

数
一
人
当
た
り
の
付
加
価
値
額
は

全
国
三
位
。
茨
城
県
が
全
国
の
先

頭
に
立
ち
、
変
化
の
時
代
を
乗
り

越
え
て
い
き
た
い
。
県
人
会
の
皆

さ
ま
に
茨
城
県
を
し
っ
か
り
応
援

し
て
ほ
し
い
」と
協
力
を
呼
び
掛
け

た
。

　

伊
沢
勝
徳
県
議
会
議
長
の
発
声

で
乾
杯
後
、
来
場
者
ら
は
三
年
ぶ

り
に
親
交
を
深
め
た
。
会
場
に
は

各
自
治
体
や
団
体
に
よ
る
三
十
五

の
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
観
光
名

所
や
特
産
品
を
紹
介
し
た
。

3

県人会
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Report

  
茨城県へのふるさと納税（いばらき応援寄附金）のご案内 

　茨城県では、皆様からの「ふるさと納税（寄附金）」を募集
しております。皆様からの寄附金は、子どもたちの教育環境
の充実や農林水産物のブランド化、災害ボランティア活動の
支援、犬猫殺処分ゼロを維持する取組など様々な施策に役立
てています。1万円以上の寄附をいただいた県外在住の方を
対象に、茨城の魅力あふれるお礼の品を取り揃えています。

ふるさと納税サイト「ふるさとチョイス」内の茨城県のページが便利です。
クレジットカードやスマホ決済などキャッシュレスでのお支払いが可能です。
https://www.furusato-tax.jp/city/product/08000

茨城県　ふるさと納税 検 索

お礼の品 1万円以上の寄附をいただいた県外在住の方が対象です
（※写真はイメージです）

お申し込みは…

｜問い合わせ窓口｜茨城県総務部税務課 電話029（301）2418 　　■ふるさと納税特設サイト https://kifu.pref.ibaraki.jp/ 

寄附金の使いみち（応援メニュー）の一例

子どもたちの教育環境の充実 災害ボランティア活動の支援
ほしいも 笠間焼常陸牛

髙島屋選定の県産品 
百貨店の髙島屋とのコラボレーション企画！
魅力たっぷりの「いばらき」をぜひご堪能ください！ 

令
和
四
年
度

茨
城
県
人
会
連
合
会

定
期
総
会
・
懇
親
会

市の魅力を紹介する
ひたちなか市親善大使

大井川知事各自治体などが特産品などを紹介

鈴木会長
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円～

円～

円～

円～円～

駐車場無料！！
※14日以上駐車する場合は届出が必要となります。
　空港ビル管理事務所まで事前にお知らせください。

駐駐車車場無場無無料！！駐駐車場車場場無無料！！

令和４年４月１日から茨城空港第１、
第２駐車場の通称が「トヨタレンタリー
ス 茨城空港駐車場」となっています。

運賃額は､ご搭乗の3日前までご予約可能な「いま得」に設
定されています（1区間片道税込）。運賃に加えて､旅客施設
使用料が必要となります。航空運賃とあわせてお支払いた
だきます。（2022年10月現在）

【 ～ 】

茨
城
⇅
神
戸

 → 

 → 

 → 

 → 

 → 

 → 

便名

便名

茨城→神戸

神戸→茨城

茨
城
⇅
札
幌

 → 

 → 

 → 

 → 

便名

便名

茨城→札幌（新千歳）

札幌（新千歳）→茨城

茨
城
⇅
福
岡

 → 

 → 

便名

便名

茨城→福岡

福岡→茨城

茨
城
⇅
那
覇

 → 

 → 

便名

便名

茨城→那覇

那覇→茨城
宮古(下地島)

茨
城
⇅
宮
古(

下
地
島)

 → 

 → 

便名

便名

茨城→神戸

神戸→宮古 (下地島)

乗
継

 → 

 → 

便名

便名

宮古 (下地島)→那覇

那覇→茨城

乗
継

円～宮古
(下地島)

茨城県特産品や
空港グッズと交換!

宮古(下地島)への
乗継便も運航中！

※行きは神戸経由・帰りは那覇経由
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Instagram

Twitter

YouTube

会員紹介
インタビュー

　創業100年を超える日立市城南町の総合建設業・鈴縫工業は、茨城県内の建築土木工事のほか、東京支店
を拠点に首都圏の事業も手掛けてきました。代表取締役社長の鈴木達二さん（48）＝日立市出身＝に同社の歴
史や仕事に込める思いなどをお聞きしました。

鈴
縫
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長 

鈴
木 

達
二

県人会
活動報告

―御社の事業内容を教えてください。

　1918年の創業以来、総合建設業として民間・
公共の建築工事や土木工事、不動産売買仲介など
を幅広く展開しています。
　茨城県内を中心に、公共施設や工場、物流拠
点、医療・福祉施設、マンションなどの建築工
事、道路や橋梁、港湾、上下水道などの公共土木
工事を数多く手掛けてきました。

―1962年には東京営業所（現東京支店）を開設
し、首都圏でも様々な工事を行ってきました。

　当時は高度経済成長の真っただ中で、東京オリ
ンピックを控えた建設需要の高まりが東京進出を
後押ししたようです。先人の苦労と努力が、現在
に至る営業基盤を確立してくれました。
　特に支店がある渋谷区では、学校や公共施設の
建設に長年携わってきました。現在リニューアル
中の渋谷区ふれあい植物センターは、建設から今
回の改修工事まで任せていただいております。今
後も「東京は第二の地元」として、首都圏の営業
を強化していきたいです。

―地域貢献活動をご紹介ください。

　当社を育てていただいた地元茨城の皆様への恩
返しの気持ちから、様々な活動を行っています。
創業100周年記念事業として2018年に始まった
「おひさまの恵みプロジェクト」では、太陽光発電
事業の収益から、毎年総額500万円を青少年育成

に取り組む県内団体などに助成しています。これ
まで延べ80団体にご活用いただきました。

―茨城県建設業協会の青年部の役割を持つ「建設
未来協議会」の会長もされています。建設業界の
現状についてお聞かせください。

　少子高齢化による労働人口の減少や地方経済の
衰退による担い手不足が長年の課題です。現在、
働き方改革やデジタル技術の活用、業界のPR強
化に取り組んでいます。
　近年は、建設業界にもDX（デジタルトランス
フォーメーション）の波が押し寄せています。当
社では、ICT（情報通信技術）を活用し、業務の
効率化や建設現場のデジタル化を図っています。
　また、当社や建設業へ興味を持ってもらおう
と、SNS（交流サイト）も積極的に活用しています。
動画投稿サイト「ユーチューブ」では、工事現場
などの動画を配信しています。

―建設業の役割について、どのようにお考えですか。

　地元建設業は「地域の守り手」としての役割を
担っています。皆さんが普段快適に使っている道
路などの社会インフラは、私たちが支えていま
す。災害時にはいち早く現場に駆け付け、救助活
動のための通路の確保や、被害を最小限に抑える
ための応急復旧工事を行います。復興にも建設業
が欠かせません。
　当社もその一員として、また地域経済を支える
ビジネスパートナーとして、これからも〝真面目
に〟事業に取り組んでまいります。

1964年 首都高速道路１号羽田線工事

「SUZUNUI チャンネル」の一場面
［各種SNS］
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会員紹介
インタビュー

Interview
　フジテレビアナウンサーの今湊敬樹さん（26）＝笠間市出身＝に仕事内容や意気込み、茨城への思いについ
てお聞きしました。

株
式
会
社
フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー 

今
湊 

敬
樹

県人会
活動報告

―現在の仕事内容は。

　月曜と火曜の2日間、
深夜帯の報道番組「Live 
Newsα」に出演し、ニ
ュース&スポーツキャ
スターを務めています。ニュース原稿を読んだり、
経済ネタを中心に取材もします。また野球やフィギ
ュアスケート、競馬、陸上、バレーボール、大相撲
トーナメントなどのスポーツ実況も担当しています。

―なぜアナウンサーを目指したのでしょうか。

　子どもの頃から、相撲や水泳、陸上、野球、バレ
ーボールをやってきました。ちなみに小学3年生の
時は、水戸市出身で同級生の大相撲・武将山関（ 十
両）とも稽古しました。スポーツの仕事に憧れてい
て、いつかスポーツに関連したことを仕事にできる
のは楽しいなと漠然と思っていました。そんな中、
2004年アテネ五輪の体操男子団体総合で名実況「 栄
光への架け橋だ」を生中継で見ました。スポーツの
一瞬の素晴らしい景色と共に自分の言葉が残る、ア
ナウンサーという仕事に憧れを抱いた瞬間です。名
場面をサポートできる存在になりたいと思いました。

―これまで印象に残った仕事は。

　今年開催された北京冬季五輪で、初めてオリンピ

ック取材をしました。直前に取材した選手の情報や、
無観客の中で現場の雰囲気も、自らの言葉で伝えま
した。フィギュアスケートやノルディックスキー複
合、ショートトラック、スキークロスの会場に足を
運び、スキージャンプでは葛西紀明さんと一緒に仕
事をさせていただき、大変実りのある時間を過ごせ
ました。今は、いつか五輪で実況することがキャリ
アの大きな目標になっています。

―茨城でも仕事をしたことがある。

　入社した2018年、牛久市出身の横綱・稀勢の里
関（当時）の取材で“茨城凱旋”を果たしました。牛
久駅前で街頭インタビューして期待の声を聞き、稀
勢の里関が好んでいたウナギ屋に行き、実際に試食
して、その味をレポートしました。大相撲トーナメ
ントでは、二所ノ関親方となった元稀勢の里関を解
説に迎え、いつか茨城コンビでの実況&解説が実現
できれば幸せですね。

―今も笠間市が気になるそうですね。

　笠間市の公式ツイッターをフォローし、常に地元
の情報はチェックしています。スケートボードパー
クができた公園で昔よく遊んでいましたね。東京か
ら近いので年末年始やゴルフでよく帰省します。

令和3年12月1日～令和4年9月30日までの入会者　（入会日順・敬称略） 令和4年度総会にて役員改選　（五十音順・敬称略）

新入会員紹介 新役員紹介

黒羽 政明
今湊 敬樹
田村 敬
秋田 進
渡邊 加奈子
麦島 健志
長 有紀枝
綿引  一

秋田 進
飯塚 哲哉
飯村 一樹
蛯原 久男
黒羽 政明
笹島 誉行
柴﨑 敦子
柴田 富士子

諸星 衛 板谷 駿一斎藤全一郎
斎藤 典子
大澤 貫寿
柴﨑 敦子
柾谷 美奈
笹島 誉行
飯塚 哲哉
志賀 貢

須田 久美子
田村 敬
蓮田 裕直
保原 幸弘
綿引 伸一
綿引 一

梅村 久子
沢井小次郎
田塚 康弘
堂込麻紀子
加藤 明良
助川 和浩

【法人会員】【個人会員】 【常任理事】【副会長】 【最高参与】
(株)マリモ
(医)翔友会



ひ
た
ち
ぐ
ら
し
の
ス
ス
メ

（
日
立
市
移
住
促
進
事
業
）

日立市
HITACHI CITY

　
日
立
市
は
、
太
平
洋
に
面
し
、
６
つ
の
海
水
浴
場
や
阿
武
隈
山
地
に
連
な
る
山
々
を
有
す
る
自
然
環
境
豊
か
な
ま
ち
で
す
。

日
立
の
名
は
、
水
戸
黄
門
と
し
て
知
ら
れ
る
水
戸
藩
２
代
藩
主
で
あ
る
徳
川
光
圀
公
が
、「
日
の
立
ち
昇
る
と
こ
ろ
領
内
一
」

と
称
え
た
と
い
う
故
事
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
、
日
の
出
の
美
し
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
の「
さ
く
ら
名
所
1
0
0
選
」

の
一
つ
で
あ
る「
か
み
ね
公
園
・
平
和
通
り
」
の
桜
を
は
じ
め
、
水
質
の
良
い
美
し
い
海
、
日
本
夜
景
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

「
か
み
ね
公
園
か
ら
の
夜
景
」
な
ど
多
彩
な
風
景
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
県
内
唯
一
の
動
物
園
で
あ
る「
か
み
ね
動

物
園
」
や
令
和
3
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
科
学
館「
サ
ク
リ
エ
」
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー

ス
ポ
ッ
ト
も
た
く
さ
ん
あ
る
ほ
か
、
支
援
制
度
も
充
実
し
て
お
り
、
子
育
て
に
魅
力
的
な
環
境
が
整
っ
た
ま
ち
で
す
。
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日立市日立市

高萩市高萩市

常陸太田市常陸太田市

東海村東海村那珂市那珂市

東京
千葉

埼玉

「
海
の
見
え
る
家
」は
、
築
35
年
の
一
軒
家
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
も
の
で
、
2
階
に
は
太
平

洋
が
一
望
で
き
る
ワ
ン
フ
ロ
ア
空
間
が
あ
り
、

日
立
市
で
の
リ
ア
ル
な
暮
ら
し
を
体
感
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
貸
出
料
は
無
料
。

生
活
に
必
要
と
な
る
家
電
や
家
具
も
揃
っ
て
い

ま
す
。
対
象
は
、
日
立
市
へ
の
移
住
を
希
望
ま

た
は
検
討
し
て
い
る
市
外
在
住
の
方
で
、
３
泊

４
日
～
７
泊
８
日
の
期
間
で
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

を
し
た
り
、
家
族
団
ら
ん
を
楽
し
ん
だ
り
と
、

　
ひ
た
ち
ト
ラ
イ
ア
ル
ス
テ
イ

　「
海
の
見
え
る
家
」

　
令
和
４
年
１
月
か
ら
開
始
し
た〝
ひ
た
ち
ト
ラ

イ
ア
ル
ス
テ
イ
〟「
海
の
見
え
る
家
」。
日
立
市

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
新

し
い
働
き
方
の
定
着
、
地
方
移
住
ニ
ー
ズ
の
高

ま
り
と
い
っ
た
機
会
を
捉
え
、
お
試
し
住
宅「
海

の
見
え
る
家
」を
使
用
し
た「
お
試
し
移
住
」事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
様
々
な
使
い
方

が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
東
京
都
や
神
奈
川
県
な
ど
の

首
都
圏
を
中
心
に
16
組
の
方
に
利
用
い
た
だ
い

て
お
り
、「
日
立
市
は
自
然
環
境
豊
か
で
、
大
変

暮
ら
し
や
す
い
印
象
を
受
け
た
。
今
後
、
移
住

先
の
候
補
と
し
て
検
討
し
た
い
。」
や「
現
在
は

東
京
在
住
で
あ
る
が
、
地
元
・
日
立
市
の
魅
力

を
改
め
て
再
確
認
で
き
た
。」
な
ど
大
変
好
評
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
今
後
、
第
５
期(

来
年
３
月
中
旬

～
４
月
上
旬)

の
ト
ラ
イ
ア
ル
ス
テ
イ
募
集
を
行

う
予
定
で
す
。
第
５
期
の
募
集
は
、
来
年
の
２

月
中
旬
頃
か
ら
市
Ｈ
Ｐ
で
行
う
予
定
で
す
の
で
、

日
立
市
へ
の
移
住
を

検
討
し
て
い
る
方
が

お
近
く
に
い
ら
っ
し

ゃ
る
場
合
は
、
ぜ
ひ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

市町村情報

【鉄道】JR常磐線
〈特急〉上野駅→日立駅（90分）
【高速道路】常磐自動車道
三郷IC→日立中央IC（80分）

日立市市長公室広報戦略課　
〒317-8601 茨城県日立市助川町1-1-1
TEL.0294-22-3111(代表番号)

日立市へのアクセス

日立市役所連絡先

INFORMATIONi

1 ひたちトライアルステイ「海の見える家」2階の窓からの景色　
2 リノベーションした２階。海を近くに感じながら生活できる

ひたち風HP

こ
ち
ら
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら

ト
ラ
イ
ア
ル
ス
テ
イ
体
験
者
の

感
想
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

1

2
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酒どころ石岡で生まれたクラフトウイスキー

木内酒造「日の丸ウイスキー」

石岡市は、筑波山系の豊富で良質な水に恵まれ、関東の灘とも称される酒どころで
す。古くから酒造りが盛んで、市内の酒造業の起源は、江戸時代にまでさかのぼ

るといわれています。伝統的な酒造りは、現在でも３軒（府中誉・廣瀬商店・藤田酒造
店）の酒蔵に引き継がれています。
　そんな酒どころ石岡市で、2020年にオープンしたのが、常陸野ネストビールでも有
名な木内酒造の八郷蒸溜所です。筑波山を望む、風光明媚なこの土地で造るのは、地域
に根差したこだわりの国産ウイスキー「日の丸ウイスキー」です。
　茨城県産の大麦や小麦、米など、主原料を複数取り入れたウイスキーを、豊かな風土
のもとで熟成させました。
　こだわりが詰まった「日の丸ウイスキー　ブレンデッドニューボーン2022」は、日
本で唯一の品評会「東京ウイスキー＆スピリッツコンペティション2022」において、
金賞とジャパニーズニューメイクのカテゴ
リーウィナーのダブル受賞を果たしています。　
　2022年7月 に 石 岡 駅 前 の「か ん ば ん 横
丁」にオープンした「日の丸ウイスキー石岡
Tasting Room」などで味わうことができま
す。
　そして、2023年、八郷蒸溜所前には、日
の丸ウイスキーなどの購入や軽食を楽しめる
施設がオープン予定で、現在、準備が進めら
れており、今後ますます盛り上がる場所にな
りそうです。

そば焼酎「土浦小町」
～常陸秋そばの芳醇な薫りを焼酎にして～

焼酎の名前の由来となった土浦市小野地区は、小町が越えたとされる峠道や腰をお
ろして休憩したとされる腰掛石、小町の墓と伝えられる五輪塔など、小町伝説が

残る地域で、その周辺は、茨城県が全国に誇るブランド品種「常陸秋そば」の優良な産
地として知られております。その地域で栽培された自慢のそばは、実の大きさや粒ぞろ
い等の品質が良く、風味や甘みに優れており、全国のそば職人やそば通の方々から高い
評価を受けております。そば焼酎「土浦小町」は、土浦市産のブランド品種「常陸秋そ
ば」を原料とし、すっきりとした飲み口で、そば独特の芳醇な香りを楽しめる焼酎とし
て、例年11月初旬から数量限定で販売しております。ロックやお湯割りの他、そばの
香りを一段と引き立たせる「そば湯割り」等、様々な楽しみ方がある「土浦小町」。同じ
時期に味わえる常陸秋そばの「新そば」とともに、そば焼酎「土浦小町」を是非お楽し
みください。

【購入先】ふるさと納税／IBARAKI sense／茨城県大手スーパー 等
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来年秋に実施される国内最大規模の観光キャンペーン「茨城デスティネーションキャ
ンペーン」に先立ち、今年の12月31日まで茨城“プレ”デスティネーションキャ

ンペーン（以下、茨城プレDC）を実施しています。
　茨城プレDCでは「アウトドア」「食」「新たな旅のスタイル」の3つのテーマに沿った
100を超えるスペシャルコンテンツを軸に、茨城の魅力をPRしていきます。魅力的な企
画をたくさんご用意していますので、ぜひお出かけください!また、お近くの皆さんに、
自分のおすすめの観光スポットや飲食店を紹介するなど、PRにご協力ください!

デジタルスタンプラリー
「いばらきの体験王は君だ！」開催中！

茨城プレデスティネーションキャンペーン実施中

日立市 道の駅日立
おさかなセンター

常陸太田市 竜神大吊橋

高萩市 はぎビレッジ

北茨城市 ガラス工房シリカ
常陸

大宮市
道の駅常陸大宮
〜かわプラザ〜

大子町 ・大子おやき学校
・国名勝 袋田の滝

水戸市
・水戸城二の丸角櫓
・偕楽園
・茨城県庁 25階屋上展望台

笠間市 ムラサキパークかさま

ひたちなか市 国営ひたち海浜公園

那珂市 木内酒造 鴻巣本店

小美玉市 空のえき そ・ら・ら

茨城町 涸沼自然公園

大洗町
・ひたちなかエネルギーロジテック
  大洗マリンタワー
・アクアワールド
　茨城県大洗水族館

城里町 道の駅かつら

東海村 原子力科学館

2022年10月1日(土)～12月31日(土)
※応募期間：2022年10月1日(土)～１月13日(金)

■参加方法
デジタルスタンプラリー「furari」をスマホ等にイ
ンストールして、右記チェックポイント（県内観
光拠点50拠点）を巡り、集めたスタンプ数に応
じた賞品の抽選に応募できます！

■チェックポイント一覧

茨城プレDCの特別企画の中から、いくつかご紹介！

茨城DCに関する情報は
茨城デスティネーションキャンペーン特設サイトをチェック！ 茨城DC

いばらき女将の会加盟のホテルや旅館で「女将
カード」を、指定の酒販売店にて「酒造カード」
を配布します。

桜川市生まれのクイズ王伊沢拓司(QuizKnock)
さんが、体験王国いばらきを楽しむ動画が公開
されました。ぜひご視聴ください！

女将カード＆
酒蔵カードを集めよう！

クイズ王伊沢拓司さんが
体験王国いばらきに！

古河市 道の駅 まくらがの里こが

結城市 結城蔵美館

下妻市 さん歩の駅
サン・SUNさぬま

常総市 水海道あすなろの里

筑西 ザ・ヒロサワシティ

板東市 観光交流センター「秀緑」

桜川市 真壁伝承館

八千代町 八千代グリーンビレッジ

五霞町 道の駅ごか

堺市 道の駅さかい

土浦市 小町の館

石岡市
・丁子屋（まち蔵 藍）
・いばらきフラワーパーク&　　 
　花やさと山

龍ケ崎市 たつのこ産直市場

取手市 キリンビール取手工場

牛久市 牛久シャトー

つくば市 ・つくばエキスポセンター
・筑波山神社

守谷市 もりやコレクション

稲敷市 こもれび森のイバライド

かすみ
がうら市

かすみがうら市交流センター
（畔の駅 コハン）

つくば
みらい市 間宮林蔵記念館

美浦村 みほふれ愛プラザ

阿見町 あみプレミアム・アウトレット

河内町 かわち夢楽

利根町 柳田國男記念公苑

鹿嶋市 鹿島港魚釣園

潮来市 津軽河岸あと広場

神栖市 息栖神社

行方市 なめがたファーマーズ
ヴィレッジ

鉾田市 さんて旬菜館

■賞品

スタンプ5個で10組20名様

スタンプ10個で30名様

スタンプ15個で3名様

フラワーパーク
ペアチケット

割れない透明急須で
楽しむ日本茶セット

筑波里山
通い徳利

A賞

B賞

C賞

9
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人口減少により、国内需要の縮小が懸念される中、本県
農業が将来にわたり持続的に発展していくためには、

今後も拡大が見込まれる世界の食市場に積極的に挑戦してい
く必要があります。
　茨城県では、平成28年度から本格的に農産物の輸出促進
に取り組んでおり、令和3年度の農産物（青果物・コメ・畜
産物）の輸出実績額（推計）は、前年度と比べて約32％増の
9億7,527万円となり、輸出量・額ともに過去最高を更新し
ました。
　品目別では、タイ向けのかんしょ輸出が大幅に拡大し、青
果物の輸出額が初めて４億円を突破しました。また、コメ
は、香港及びシンガポールを中心に堅調に輸出額が増加し、
初めて３億円を突破したほか、畜産物も、常陸牛のシンガポ
ール向け輸出が拡大するとともに、新たにカナダへの輸出が
開始されるなど、輸出額が順調に増加しました。
　今後とも、さらなる輸出拡大に向け、これまでに築いた販
路の維持・定着に加えて、新たな市場の開拓に取り組んでま
いります。

笠間焼誕生250年

農産物の輸出額が
過去最高９億円を突破

江戸時代安永年間から続く関東最古の産地として繁栄し
た笠間焼は今年、誕生250年を迎えます。笠間焼は、

伝統的な技術と新たな創造力で今もなお多くの人に愛されて
います。作家、笠間焼協同組合、市などが一丸となり、将来
のさらなる発展につながる取り組みを行っています。
　主な取り組みの一つとして、笠間焼協同組合と県立笠間陶
芸大学校が連携し、市の特産である「稲田石」から微粉末を
使った釉薬原料を開発し、「笠間長石」と名付けました。「笠
間長石」を使用した笠間焼は、ほかの代表的な長石と比べ鉄
分が豊富で、焼き方による特徴的な斑点や味わい深い色調が
魅力です。
　また、笠間焼を海外にも広めようと、英国を中心とした海
外販路開拓事業や、ECサイト販売などオンラインを活用した
販路開拓にも取り組んでいます。
　毎年ＧＷ期間中にたくさんの来場者で賑わう県内最大の陶
器イベントである「笠間の陶炎祭（ひまつり）」は、翌年、笠
間焼誕生250年記念事業として開催を予定していますので、
ぜひ会場へお越しください。
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た
。
街
頭
取
材
に

警
察
の
許
可
が
い

る
の
か
も
分
か
ら

ず
、
在
京
放
送
局

の
知
人
に
聞
い
て

し
ま
い
ま
し
た
。

結
論
は
許
可
不
要

で
し
た
。
放
送
が

迫
る
中
、
ネ
タ
に

困
っ
た
揚
げ
句
、

大
相
撲
の
初
場
所

で
両
国
に
行
き
、

首
に
ボ
ー
ド
を
提

げ
、
好
き
な
茨

城
出
身
の
力
士
を

フ
ァ
ン
に
聞
き
回
り
ま
し
た
。
大
相
撲

フ
ァ
ン
は
本
当
に
優
し
く
、
さ
ら
に
茨

城
の
力
士
が
す
ご
く
愛
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
実
感
し
ま
し
た
。
実
は
ネ
タ
集
め

に
は
県
人
会
も
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て

お
り
ま
す
。
18
年
か
ら
は
県
人
会
の
会

合
の
司
会
も
務
め
て
お
り
ま
す
。
県
人

会
の
場
で
皆
さ
ん
と
名
刺
交
換
し
た
り
、

名
簿
を
基
に
情
報
収
集
し
た
り
し
ま
す
。

番
組
出
演
の
オ
フ
ァ
ー
や
県
人
会
高
校

支
部
の
取
材
も
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

は
い
つ
く
ば
る
よ
う
に
ネ
タ
集
め
に
奔

走
す
る
毎
日
で
す
。
一
方
で
、
リ
ス
ナ

ー
さ
ん
か
ら
も
最
新
の
茨
城
情
報
を
も

ら
い
、
東
京
か
ら

の
発
信
だ
け
で
は

足
り
な
い
部
分
を

フ
ォ
ロ
ー
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

放
送
中
、
す
ぐ
に

反
応
を
下
さ
る
の

も
ラ
ジ
オ
の
い
い

と
こ
ろ
で
す
ね
。

―
ど
の
よ
う
な
番

組
を
目
指
し
て
い

ま
す
か
。

　
ギ
ャ
ッ
プ
を
意

識
し
て
お
り
ま
す
。
番
組
は
ラ
ジ
オ
放

送
だ
け
で
な
く
、
ネ
ッ
ト
配
信
も
し
て

い
る
た
め
、
県
民
だ
け
で
な
く
、
全
国

に
リ
ス
ナ
ー
が
い
ま
す
。
沖
縄
か
ら
メ

ー
ル
が
来
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
首
都

圏
の
人
に
も
「
茨
城
は
こ
ん
な
に
す
ご

い
ん
だ
ぞ
!
」
と
い
う
思
い
で
、
発
信

し
て
い
ま
す
。
茨
城
で
当
た
り
前
で
も

東
京
の
人
は
知
ら
な
い
こ
と
、
茨
城
の

人
が
知
ら
な
い
東
京
か
ら
の
評
価
も
伝

え
る
、
そ
の
一
心
で
す
。
茨
城
情
報
で

は
負
け
な
い
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
も
し
っ
か
り
読
み
込

み
、
茨
城
と
の
関
連
を
探
っ
て
み
た
り
、

11

―
番
組
の
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
2
0
1
6
年
に
茨
城
放
送
東
京
支
社

に
ス
タ
ジ
オ
が
設
置
さ
れ
て
、
最
初
は

15
分
コ
ー
ナ
ー
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

20
年
7
月
か
ら
は
東
京
・
千
代
田
区
二

番
町
ス
タ
ジ
オ
に
移
し
、「
M
U
S
I
C
　

S
T
A
T
E
」
で
毎
週
木
曜
日
を
担
当

し
、
午
後
1
時
か
ら
4
時
ま
で
放
送
し

て
い
ま
す
。
東
京
発
茨
城
向
け
を
看
板

に
、
首
都
圏
の
茨
城
人
を
ゲ
ス
ト
に
迎

え
た
り
、
茨
城
ゆ
か
り
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
取
材
し
た
り
し
ま
す
。「
い
ば
ら
き

大
使
」
に
よ
る
リ
レ
ー
ト
ー
ク
も
展
開

中
で
す
。
い
わ
ば
「
電
波
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
」
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

―
東
京
で
の
取
材
の
苦
労
は
あ
り
ま
し

た
か
。

　
1
9
9
1
年
に
茨
城
放
送
に
入
社
し
、

2
0
1
1
年
に
退
社
す
る
ま
で
、
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
と
し
て
番
組
を
持
ち
ま
し
た
。

さ
ら
に
ス
ポ
ー
ツ
実
況
、
取
材
な
ど
に

も
取
り
組
む
「
何
で
も
屋
」
と
し
て
、

県
内
を
駆
け
回
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
東
京
で
の
活
動
は
初
め
て
。
人

脈
は
全
く
な
く
、
ア
ポ
取
り
か
ら
記
者

会
見
の
参
加
ま
で
、
手
探
り
状
態
で
し

渡わ

た

な

べ辺 

美み

な

こ

奈
子

他
が
目
を
付
け
な
い
情
報
を
深
く
掘
り

下
げ
ま
す
。
私
は
ラ
ジ
オ
で
人
生
の
喜

び
を
教
わ
っ
た
の
で
、
ラ
ジ
オ
を
媒
体

に
誰
か
の
支
え
と
な
り
、
ち
ょ
っ
と
し

た
幸
せ
を
共
有
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

―
埼
玉
県
出
身
で
す
が
、
茨
城
県
の
印

象
は
。

　
20
年
間
、
茨
城
に
住
み
ま
し
た
。
海

の
な
い
埼
玉
県
出
身
者
か
ら
す
る
と
、

魚
が
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
お
い
し
い
。
海
沿

い
の
祭
り
が
す
ご
く
盛
ん
。
都
会
の
き

ら
き
ら
し
た
物
質
主
義
に
浮
つ
い
て
い

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

た
私
に
と
っ
て
は
県
北
の
自
然
に
癒
や

さ
れ
、
山
歩
き
が
趣
味
に
な
り
ま
し
た
。

海
に
山
、
野
菜
な
ど
地
に
足
つ
く
生
活

を
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
茨
城
放
送
時

代
に
入
社
1
年
目
か
ら
高
校
野
球
を
取

材
し
て
以
後
、
県
内
の
高
校
の
事
情
や

戦
績
が
気
に
な
り
始
め
ま
し
た
。
気
付

い
た
ら
、
球
場
で
高
校
野
球
フ
ァ
ン
の

お
じ
さ
ん
か
ら
情
報
を
教
え
て
も
ら
う

よ
う
に
な
り
、
ふ
と
「
あ
あ
、
茨
城
県

民
に
な
れ
た
か
な
」
と
じ
わ
り
。

　
地
元
の
ラ
ジ
オ
局「
L
u
c
k
y
F
M
茨
城
放
送
」
で
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
務
め
る
フ
リ
ー

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
渡
辺
美
奈
子
さ
ん
。
番
組「
M
U
S
I
C 

S
T
A
T
E
」
の
木
曜
日
を
担
当

し
、
東
京
の
ス
タ
ジ
オ
か
ら
茨
城
ゆ
か
り
の
話
題
を
3
時
間
た
っ
ぷ
り
届
け
て
い
ま
す
。
首
都

圏
発「
電
波
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
」
を
掲
げ
る
番
組
づ
く
り
へ
の
こ
だ
わ
り
を
伺
い
ま
し
た
。

知っているけど、

もっと詳しく知りたい！

茨
城

再
発
見

PROFILE
埼玉県出身。茨城放送20年間
在籍後、フリーアナウンサーと
して活動。現在同局東京Lucky 
Studioで「MUSIC STATE」木
曜日担当。趣味は山歩き・スキ
ー・ダイビング。



ど
を
気
付
か
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

―
イ
チ
ゴ
作
り
に
専
念
す
る
よ
う
に
な
っ
た

き
っ
か
け
は
。

　
祖
父
の
代
か
ら
こ
の
土
地
で
農
業
を
し
て

い
ま
す
。
も
と
も
と
は
メ
ロ
ン
や
ス
イ
カ
、

ト
マ
ト
な
ど
も
作
っ
て
お
り
、
私
は
18
歳
で

就
農
し
ま
し
た
。
当
初
は
主
流
だ
っ
た
「
女

峰
」
と
い
う
品
種
の
イ
チ
ゴ
を
作
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
果
肉
が
固
く
て
棚
持
ち
の

良
い
「
と
ち
お
と
め
」
が
出
て
き
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
本
格
的
な
イ
チ
ゴ
作
り
を
始

め
ま
し
た
。
32
歳
の
時
に
父
か
ら
農
園
を
引

き
継
ぎ
、
イ
チ
ゴ
に
専
念
す
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。

　
最
初
か
ら
上
手
く
い
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
農
園
を
継
い
で
1
年
目
の
あ
る

日
、
お
客
様
か
ら
「
イ
チ
ゴ
が
お
い
し
く
な

い
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
調
べ

る
と
、
原
因
は
土
に
あ
り

ま
し
た
。
一
部
の
ハ
ウ
ス

で
は
、
自
家
製
の
堆
肥
を

入
れ
る
機
械
が
入
ら
な
か

っ
た
た
め
、
代
わ
り
に
購

入
し
た
堆
肥
を
使
っ
た
と

こ
ろ
、
イ
チ
ゴ
の
味
が
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

自
分
の
勉
強
不
足
を
痛
感

し
ま
し
た
。
以
来
〝
土
作
り
〟
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

―
お
い
し
い
イ
チ
ゴ
を
作
る
た
め
に
、
ど
の

よ
う
な
作
業
を
し
て
い
ま
す
か
。

　
当
園
の
収
穫
期
は
12
月
か
ら
5
月
で
す

が
、
土
を
作
っ
た
り
、
苗
を
育
て
た
り
と
1

年
中
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　
鉾
田
市
は
関
東
ロ
ー
ム
層
の
中
で
も
細
か

い
粒
子
の
火
山
灰
土
壌
で
、
水
は
け
が
良

く
、
専
門
家
か
ら
は
「
世
界
有
数
の
農
業
に

適
し
た
地
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
養
豚

も
盛
ん
な
の
で
、
家
畜
ふ
ん
や
も
み
殻
、
ぬ

か
な
ど
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
堆
肥

を
作
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
イ
チ
ゴ
の
出
来
具

合
と
土
の
成
分
な
ど
を
比
較
し
て
、
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
チ
ゴ
が
傷
ま
な
い
よ
う
、
出
荷

箱
に
も
改
良
を
加
え
て
い
ま
す
。

―
ど
の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
で
働
い
て
い
る
の

で
す
か
。

　
当
園
は
、
家
族
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の

実
習
生
な
ど
15
人
が
一
丸
と
な
っ
て
イ
チ
ゴ

作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。
1
日
3
回
、
朝
と

午
前
午
後
の
お
茶
の
時
間
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
開
き
、
作
業
内
容
や
そ
の
目
的
を
共
有
し
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―
村
田
農
園
の
イ
チ
ゴ
は
「
村
田
さ
ん
家
の

い
ち
ご
」
と
呼
ば
れ
、
一
流
の
目
利
き
や
パ

テ
ィ
シ
エ
も
ほ
れ
込
む
ほ
ど
で
す
。
イ
チ
ゴ

作
り
の
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　「
村
田
さ
ん
家
の
い
ち
ご
」
と
い
う
名
前

は
、
当
園
の
イ
チ
ゴ
を
愛
す
る
皆
さ
ん
が
そ

う
呼
ん
で
く
れ
た
た
め
、
そ
の
ま
ま
い
た
だ

い
て
名
付
け
ま
し
た
。

　
当
園
が
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、「
お
客
様

目
線
の
イ
チ
ゴ
作
り
」
で
す
。
一
般
的
な
農

家
は
市
場
向
け
に
、
傷
み
に
く
く
ク
レ
ー
ム

が
な
い
イ
チ
ゴ
を
作
り
ま
す
。
一
方
当
園
は
、

そ
の
先
に
い
る
お
客
様
の
笑
顔
を
想
い
、
で

き
る
だ
け
完
熟
で
お
い
し
い
イ
チ
ゴ
を
お
届

け
で
き
る
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
お
客
様
が
書
い
て
く
れ
た
手
紙

は
、
大
切
に
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
し
、
従
業
員
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
保
管
し
て
い
ま
す
。
お
客

様
の
声
は
励
み
に
な
り
ま
す
し
、
改
善
点
な

村む

ら

た田 

和か

ず

と

し寿

て
い
ま
す
。

　
私
が
〝
茨
城
弁
〟
で
指
導
す
る
の
で
、
外
国

人
の
従
業
員
は
「
だ
っ
ぺ
」
な
ど
を
覚
え
た
そ

う
で
す
。
彼
ら
と
は
同
じ
敷
地
内
で
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
帰
国
後
も
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
な
人
間
教
育
も
行
っ
て
い
ま
す
。

―
「
村
田
さ
ん
家
の
い
ち
ご
」
は
ど
こ
で
購

入
で
き
ま
す
か
。

　
12
月
中
旬
か
ら
5
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
、
園

内
に
直
売
所
兼
カ
フ
ェ
「
畑
の
ラ
ウ
ン
ジ
　

ハ
テ
ィ
・
ハ
テ
ィ
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

イ
チ
ゴ
だ
け
で
な
く
、
自
家
製
の
シ
ェ
イ
ク

や
ス
ム
ー
ジ
ー
な
ど
も
味
わ
え
ま
す
。
ぜ
ひ

周
辺
観
光
も
楽
し
み
な
が
ら
、
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
で
も
販
売
し
ま
す
の

村
田
農
園
　
代
表

で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

―
村
田
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
挑
戦
し
た
い
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

　
村
田
農
園
の
理
念
の
一
つ
に
「
か
っ
こ
い

い
農
業
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
農
業
を
「
き

つ
い
、
汚
い
、
か
っ
こ
悪
い
」
と
い
う
3
K

の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、「
感
動
、
稼
げ
る
、
か
っ

こ
い
い
」
の
「
新
3
K
」
へ
変
え
た
い
で
す
。

　
県
外
の
若
者
が
当
園
で
学
び
、
県
内
で
就

農
し
た
例
も
あ
り
ま
す
。
農
業
の
魅
力
を
次

世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　
ま
た
、
鉾
田
市
に
は
イ
チ
ゴ
以
外
に
も
お

い
し
く
て
品
質
の
高
い
食
材
が
豊
富
に
あ
り

ま
す
。「
美
食
材
の
街
」
と
し
て
ア
ピ
ー
ル

し
、
生
産
者
や
料
理
人
が
集
う
場
所
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
鉾
田
市
の
イ
チ
ゴ
農
家「
村
田
農
園
」。
村
田
農
園
が
作
る
イ
チ
ゴ
は
、
首
都
圏
の
有
名
ホ
テ

ル
や
高
級
果
物
店
で
扱
わ
れ
る
な
ど
、
高
い
評
価
を
集
め
て
い
ま
す
。
代
表
の
村
田
和
寿
さ
ん
に

イ
チ
ゴ
作
り
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
や
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。
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住
井
す
ゑ
は
、
奈
良
県
の
農
家
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
大
き
な
屋
敷
構
え
の
裕
福
な

旧
家
で
あ
り
、
副
業
と
し
て
大
和
木
綿
の

製
造
業
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。
す
ゑ
が
小

学
校
に
通
っ
て
い
た
こ
ろ
、
先
生
は
す
ゑ

を
「
さ
ん
」
付
け
で
呼
ぶ
の
に
、
他
の
子

に
対
し
て
は
呼
び
捨
て
で
し
た
。

（
な
ぜ
私
は
「
さ
ん
」
付
け
な
の
？
学
校

は
勉
強
す
る
と
こ
ろ
な
の
に
、
家
が
裕
福

か
ど
う
か
で
呼
び
方
が
変
わ
る
な
ん
て
。

ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
で
差
別
が
あ
る
の

だ
ろ
う
。）

　
す
ゑ
は
、
こ
の
時
初
め
て
、
世
の
中
に

あ
る
差
別
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

住す

み

い井 

すす

えゑ

【略歴】　明治35年（1902）―平成9年（1997）。奈良県生まれ。小学校卒業後、田原本技芸女学校に入学するが中退。その後、小学校教員資格検定試験に合
格。この頃から短文や俳句を雑誌に投稿し、しばしば掲載される。17歳で出版社に採用されるが、女性社員への給与差別に抗議して退社。やがて、農民解放
を目指した農民文学者・犬田卯と結婚。昭和10年（1935）、夫の郷里である稲敷郡牛久村（牛久市）に転居する。夫の死後、56歳で『橋のない川』の執筆を開始。
昭和34年（1959）から雑誌に掲載され、同36年（1961）に第1部を出版。奈良盆地に生まれ育った少年の苦難と成長を描く。いったん完結するが、平成4年
（1992）に第7部を出版する。自由と平等を求めて差別と闘う物語は、ロングセラーとなり、映画化される。

六
人
兄
弟
の
末
っ
子
だ
っ
た
す
ゑ
は
、
大

阪
へ
見
習
い
奉
公
に
出
て
い
た
一
番
下
の

兄
か
ら
子
ど
も
雑
誌
を
送
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
す
ゑ
の
文
学
へ
の
情
熱
は
こ
の
こ

ろ
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）、
す
ゑ
が

十
七
歳
の
時
、
東
京
の
出
版
社
の
女
性
記

者
に
採
用
さ
れ
、
上
京
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
女
性
社
員
へ
の
待
遇
の
差
別
を
感

じ
、
わ
ず
か
一
年
で
退
社
し
ま
し
た
。

（
ど
う
し
て
世
の
中
に
は
差
別
が
存
在
す

る
の
だ
ろ
う
。
人
は
、
も
と
も
と
皆
平
等

な
は
ず
な
の
に
。）

　
以
後
、
童
話
を
執
筆
し
て
生
計
を
立
て

て
い
た
す
ゑ
は
、
世
の
中
の
差
別
と
闘
い

な
が
ら
も
、
決
し
て
文
学
に
対
す
る
情
熱

は
失
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）、
す
ゑ
は
、

農
民
文
学
者
で
あ
っ
た
犬
田
卯
と
結
婚
し

ま
し
た
。
当
時
、
犬
田
は
、『
農
民
』
と

い
う
雑
誌
を
発
行
し
て
い
ま
し
た
。
文
学

運
動
を
通
し
て
農
民
解
放
を
目
指
し
ま
し

た
が
、
度
重
な
る
発
行
禁
止
、
罰
金
処
分

を
受
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　

す
ゑ
は
、
童
話
や
少
女
小
説
を
書
き
、

そ
の
原
稿
料
で
生
活
を
支
え
て
い
ま
し
た

が
、
生
活
は
た
い
へ
ん
苦
し
い
も
の
で
し

た
。
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）、
二
人
は
四

人
の
子
ど
も
と
と
も
に
、
犬
田
の
郷
里
で

あ
る
牛
久
村
城
中
（
牛
久
市
城
中
町
）
に

移
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
農
業
を
し
な
が

ら
、
文
筆
活
動
を
続
け
、
誰
と
で
も
分
け

へ
だ
て
な
く
付
き
合
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
世
の
中
に
は
ま
だ
差
別
が
あ
っ
た
の

で
す
。

（
家
が
裕
福
か
貧
し
い
か
と
い
っ
た
こ
と

や
、
男
か
女
か
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
で
、

な
ぜ
差
別
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
私
の
子
ど

も
の
こ
ろ
に
も
差
別
が
あ
っ
た
。
よ
し
、

私
に
は
文
学
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
書
い

て
世
の
中
の
人
々
に
訴
え
よ
う
。）

　
差
別
と
闘
お
う
と
す
る
す
ゑ
の
気
持
ち

は
、
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）、
五
十
六
歳

の
す
ゑ
は
、
長
年
の
思
い
を
こ
め
て
、『
橋

の
な
い
川
』
を
書
き
始
め
ま
し
た
。
そ
し

て
、
同
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）、
第
一
部

を
出
版
し
ま
し
た
。
す
ゑ
は
、
こ
の
作
品

で
、
奈
良
盆
地
に
生
ま
れ
育
っ
た
少
年
の

苦
難
と
成
長
を
描
き
ま
し
た
。
第
六
部
ま

で
書
き
続
け
ま
し
た
。
こ
の
時
、
す
で
に

原
稿
用
紙
五
千
枚
に
も
及
ん
で
い
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
す
ゑ
が
七
十
一
歳
の
時

で
し
た
。

　
さ
ら
に
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）、
九
十

歳
の
時
、
第
七
部
を
出
版
し
ま
し
た
。
こ

の
作
品
は
、
シ
リ
ー
ズ
全
体
で
八
三
〇
万

部
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
と
な
り
、
映
画
に
も

な
り
ま
し
た
。

（
こ
れ
ほ
ど
書
い
て
も
差
別
の
問
題
は
終

わ
っ
て
い
な
い
。
こ
の
先
、
い
っ
た
い
私

に
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
。）

　

す
ゑ
は
、「
人
は
本
来
、
自
由
で
平
等

で
あ
る
。」
と
訴
え
続
け
ま
し
た
。
そ
し

て
、『
橋
の
な
い
川
』
の
第
八
部
の
出
版
を

目
指
し
、
執
念
を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
が
、

九
十
五
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

い
ば
ら
き
の

 
先
人
た
ち

牛
久
市

自
由
と
平
等
を
訴
え
た
女
流
作
家

住井すゑの書斎机上
写真提供：牛久市教育委員会

13

写真提供：
牛久市教育委員会
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い
ば
ら
き
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

「
見
る
」
だ
け
で
な
く
、
五
感
で
感
じ
る
体
験
を
通
し
て
、

地
域
の
魅
力
を
再
発
見
で
き
る
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、

２
０
２
１
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
た「
い
ば
ら
き
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
」で
す
。
１
９
８
５
年

に
開
園
し
た
本
施
設
は
、
昨
年
春
、

「
見
る
か
ら
感
じ
る
」を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、「
見
る
」だ
け
で
な
く
、「
香

る
」「
味
わ
う
」「
触
れ
る
」「
聴
く
」

の
五
感
で
体
感
で
き
る
よ
う
な“
特

別
な
場
所
”に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。
園
内
で
は
、
約
９
０
０
品
種

の
バ
ラ
を
は
じ
め
、
四
季
折
々
の

花
々
を
鑑
賞
で
き
る
ほ
か
、
自
然

を
活
か
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、

茨
城
県
・
八や

さ
と郷
の
新
鮮
な
食
材
を

味
わ
え
る
お
食
事
な
ど
を
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

県
産
の
筑
波
石
を
積
み
上
げ
て

作
ら
れ
た
迫
力
満
点
の
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
を
潜
れ
ば
、
バ
ラ
の
ト
ン
ネ

ル
が
お
出
迎
え
。
ト
ン
ネ
ル
の
入

口
に
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ

せ
、
地
元
の
八
郷
と
い
う
地
名
に

ち
な
ん
で
命
名
さ
れ
た
パ
ー
ク
オ

リ
ジ
ナ
ル
品
種
、「
ユ
イ
ッ
ト
・
カ

ン
パ
ー
ニ
ュ
」が
植
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
に
も
な
っ

て
い
る
、
鮮
や
か
な
ピ
ン
ク
色
の

バ
ラ
は
、
園
内
の「
ロ
ー
ズ
フ
ァ
ー

ム
マ
ー
ケ
ッ
ト
」で
ご
購
入
い
た
だ

け
ま
す
。

　

園
の
奥
に
進
む
と
、
一
面
ガ
ラ

ス
張
り
の「
レ
ス
ト
ラ
ン 

ロ
ー
ズ

フ
ァ
ー
ム 

ハ
ウ
ス
」が
現
れ
ま
す
。

レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
茨
城
・
八
郷

産
の
新
鮮
な
食
材
を
活
か
し
た
メ

Ibaraki
Selection

石岡市下青柳200番地
0299-42-4111
9:00-17:00
（10/15〜12/30は夜間営
業のため20:30まで営業）
火曜日
（祝日の場合は翌平日）、
12/31-1/3

いばらきフラワーパーク

ニ
ュ
ー
を
展
開
し
、
季
節
ご
と
に

応
じ
た
美
味
し
い
食
事
が
楽
し
め

る
ほ
か
、
ペ
ッ
ト
と
過
ご
せ
る
個

室
や
ペ
ッ
ト
向
け
メ
ニ
ュ
ー
も
準

備
し
て
お
り
、
大
切
な
ペ
ッ
ト
と

一
緒
に
過
ご
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

野
菜
を
花
束
に
見
立
て
た
ブ
ー

ケ
サ
ラ
ダ
と
メ
イ
ン
が
セ
ッ
ト
に

な
っ
た
プ
レ
ー
ト［
束
］は
レ
ス
ト

ラ
ン
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
で
、
園
内

の
花
に
囲
ま
れ
た
ベ
ン
チ
や
パ
ラ

ソ
ル
で
の
ラ
ン
チ
も
お
す
す
め
。

　

ま
た
、「
１
０
０
の
体
感
」
と
称

し
、
年
間
を
通
し
て
園
内
の
花
や

自
然
を
使
っ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
多
数
開
催
。
園
内
で
の
花
摘
み

体
験
や
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を
使
用

し
た
リ
ー
ス
作
り
、
ア
ロ
マ
ミ
ス

ト
作
り
や
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

な
ど
様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で

園
内
の
自
然
を
体
験
で
き
ま
す
。

メ
ニ
ュ
ー
は
時
期
に
よ
っ
て
変
化

す
る
の
で
、
訪
れ
る
度
に
、
新
鮮

で
新
た
な
魅
力
を
発
見
で
き
ま
す
。

　
隣
接
す
る
宿
泊
施
設「
花
や
さ
と

山
」
の
サ
ー
ク
ル
ロ
ッ
ジ
に
泊
ま

れ
ば
、
パ
ノ
ラ
マ
の
里
山
風
景
に

加
え
、
夜
に
な
れ
ば
満
点
の
星
空

を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、
更
に
は
、

開
園
前
の
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
を
お

散
歩
で
き
る
特
権
付
き
。

　

装
い
新
た
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た

「
い
ば
ら
き
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
」で
、

「
五
感
」を
刺
激
す
る
豊
か
な
ひ
と

と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

住

営
TEL

休



い｜ば｜ら｜き｜農｜産｜物
ブ｜ラ｜ン｜ド｜確｜立｜へ

常陸牛
 本県が誇る「常陸牛」は、指定生産者の磨かれた飼育管理技
術と厳選された飼料により、30カ月にわたり育てられた黒毛
和牛の中から、食肉取引規格A5・A4、B5・B4等級に格付け
された最高級のブランド牛肉です。都内の百貨店や有名ホテ
ルで取り扱われ、アメリカなどの海外でも高い評価を得る常
陸牛。県では、高級店等での取り扱いを推進し、更なるブラ
ンド力の向上に取り組んでいます。

常陸の輝き
　「常陸の輝き」は、平成30年12月に販売を開始した新たな
ブランド豚肉です。茨城県が開発したデュロック種の系統豚

「ローズD-1」を父豚として生産する三元豚であり、筋肉内の
脂肪含量（脂肪交雑）が一般の豚肉に比べて高い特徴があり
ます。
　「常陸の輝き」は、父豚「ローズD-1」の能力を十分に引き
出し、さらに肉質を向上させるために「専用飼料」を給与す
ることに加え、肉の美味しさを重視した「独自の枝肉規格」
を設定することで、やわらかくて旨みがあり、香りの良い高
品質な肉質を実現しました。茨城県から全国へ、自信をもっ
てお届けできる至高のブランド豚肉です。

  県では、本県農産物のブランド確立に向けて、県を代表する銘柄牛の「常陸
牛」や銘柄豚肉の「常陸の輝き」、県オリジナル品種の梨「恵水」とメロン「イ
バラキング」、県産の「栗」の５品目を広く知っていただくため、おいしさや
品質の良さをＰＲするとともに、話題となる取り組みを実施しています。

今回の農産物
★ ★ ★

有名シェフをも魅了する「常陸牛」「常陸の輝き」

人形町今半（令和3年）
常陸牛や県産食材を使用した「ひたちの恵み」を限定販売

とんかつ 西麻布豚組（令和3年）
常陸の輝きのロースの芯のみを使用した「究極のとんかつ定食」を限定販売

東京都渋谷区神宮前3-1-25-1F　
　 19:00〜　　火曜日　　 カウンター席9席

［WEBサイト］https://juliaebisu.wixsite.com/julia
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【お問い合わせ】県販売流通課 TEL.029-301-3966

茨城をたべよう「いばらき食と農のポータルサイト」では、茨城県の農林水
産物に関する情報をご紹介しています。毎週開催のプレゼントキャンペーン
をはじめ、旬の品目や生産者、オリジナル品種の特集記事などを掲載してお
りますので、ぜひご覧ください。



神宮外苑前から徒歩約5分。「外苑西通り」から1本道を入った所に「JULIA」があります。カウン
ター9席のこじんまりとした店構えが特徴です。

　オーナーでソムリエの本橋健一郎さんは守谷市出身。妻のnaoさんがシェフを務め、メニューを考案
します。
　JULIAはジャンルにとらわれない「イノベーティブ料理」を掲げます。食材はほとんどが茨城県産で
す。本橋さんは「魚に肉、野菜、コメ、水、お酒、ワイン、器…。茨城を見渡したら、何でもあった」
と振り返ります。茨城県産にこだわっていくと、魅力に気付いたようです。首都圏に近い本県の地の利
を生かし、地元の朝採れ野菜が、その日にレストランに届きます。たくさんの人が行き交う東京で茨城
の味を広めたいと意気込んでいます。
　メニューは1人2万5千円の「OMAKASEコース」だけ。各料理に合う国産ワインをペアリングしま
す。8〜12品で構成するコース内容は月替わり。本橋さんは「毎月帰って来てくださるレストランを目
指しています」と話します。naoさんが生産者とやりとりしながら、旬を生かしたメニューを編み出し
ます。naoさんは「目指すのはお母さんの料理。お客様はもちろん、生産者や誰かを思いながら、愛の
ある料理を心掛けています」と語ります。生産者には完成した料理の写真を送るなど、コミュニケーシ
ョンを欠かしません。本橋さんも「映画のように毎月ストーリーが変わるレストランにし、季節ごとや
結婚記念日などに来てくれるハートフルなお店にしたい」と目標を掲げます。気取らない夫婦がつくる
アットホームな雰囲気を感じてください。

豊かな自然に育まれた食材の宝庫・茨城県。
そんな茨城の食材を使ったお店や、茨城出身の方が営むお店をご紹介するコーナーです。

第10 回 JULIA

JULIA
東京都渋谷区神宮前3-1-25-1F　
　 19:00〜　　火曜日　　 カウンター席9席

［WEBサイト］https://juliaebisu.wixsite.com/julia

ご予約は
WEBへ

席

Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｅ
コ
ー
ス
、

県
産
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

ジ
ャ
ン
ル
に
と
ら
わ
れ
な
い
料
理
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いば
らきの

I B A R A K I

いち押し
グルメ
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茨城県人会連合会　入会のお誘い
　茨城県人会連合会では、随時、会員の募集を行っております。
　会員の資格は、茨城県に関連する法人、団体、個人で、東京都及びその近郊に所在、在住していること、そして「郷土の名誉を尊重し、郷土愛
精神を基調として会員相互の親睦をはかる」といった本会の趣旨に賛同いただける方となります。
　年会費は、法人会員が「一口5万円」以上で、個人会員は「一人5千円（ただし、学生及び20歳以下の会員は無料）」です。連合会では、総会・
懇談会や新年賀詞交歓会、県産品の配布、郷土の情報提供及び会報の発行などの事業を行っています。また、既に入会されている会員の方で、茨
城県の出身者や関係企業などをご存知の方は、是非お誘いくださいますようお願いいたします。
　入会ご希望の方は、下記「入会申込書」にご記入の上、事務局までお送りください。（入会申込書は事務局にもございます。）

※記載いただいた個人情報は、会員
データベース作成、各種ご案内の発
送、会員に配布する会員名簿の作成
など、当会の事業の実施のみに使用
させていただきます。

私は、茨城県人会連合会個人会員として入会したいので、申し込みます。

令和　　　　　年　　　　　月　　　　　日

　　　　　茨城県人会連合会会長殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　申込者氏名　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　紹介者氏名　　　　　　　　　　　　　　

【個人会員入会申込書】

住　　所：〒

　　　　　電話

　　　　　フリガナ

氏　　名：

職　　業：

　　　　　社名

　　　　　役職

勤　務　先：〒

　　　　　所在地

　　　　　電話

生年月日：

出　身　地：

趣　　味：

寄稿のお願い

　会員の皆様からの投稿をお待ちして
おります。
　県人会の活動状況や近況、身近な茨
城に関わる事柄、または郷土に対する
思いなど、どのようなものでも結構で
す。事務局まで是非お寄せください。

わが茨城
ROSE

令和4年11月18日発行（第118号）

発行人　鈴木 正誠
発行所　茨城県人会連合会
　　　　東京都千代田区平河町2-6-3
　　　　（都道府県会館9階茨城県営業
　　　　戦略部東京渉外局行政課内）
電　話　03-5212-9088
ＦＡX　03-5212-9089

インフォメーション

茨城県人会連合会公式SNSについて

　茨城県人会連合会では令和３年６月よりSNS公式アカウントを開設し、
当連合会の活動報告、茨城県の実施するイベントに関する情報、会員の皆
さまに向けて発信したい情報など幅広く情報発信を行っております。
　地元である茨城県に関する様々な情報を会員の皆さまにお届けするため、
また、より多くの方に茨城県人会連合会を知ってもらうため、今後とも情
報発信を行って参りますので、是非ともご活用ください。

 ○Twitter
　　アカウント名　茨城県人会連合会＠Kenjin_Ibaraki
　　URL　 https://twitter.com/Kenjin_Ibaraki

○Facebookページ
　　ページ名　茨城県人会連合会
　　URL　 https://www.facebook.com/Kenjin.Ibaraki Twitter Facebook
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地域とともにあゆみ、新しい価値を協創し、

持続可能な地域社会の実現に貢献してまいります。

「地域とともにあゆむ
価値創造グループ」へ

わ
が
茨
城
R
O
S
E

令
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（
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